
 

 

 
 ８月末に、各学校に全国学力・学習状況調査の結果が届きました。すでに自校の結果について

確認されたかと思います。どうしても「教科に関する調査」の平均正答率の全国や県との差にの

みに目が向きがちですが、大切なのは、自校の児童生徒の領域別、観点別、問題形式ごと等の強

みや弱みについて把握し、その要因を分析して今後の学びや授業改善に生かしていくことです。

また、「質問紙調査」の回答状況にも目を向け、自校の児童生徒の生活や学習の実態把握を進め

ることが、学校運営や教科指導等における課題解決に結びついていくものと考えます。 

 今回は上越管内の「質問紙調査」結果を基に、いくつかの視点に分けて分析を加えてみます。 

 

 

 

 
                 質 問 項 目 小 中 

①５年生までに(１、２年生のときに)受けた授業で、学級の友達との(生徒の)間で話し合

う活動では、話し合う内容を理解して、相手の考えを最後まで聞き、友達の考え(自分
と同じところや違うところ)を受け止めて自分の考えをしっかり伝えていましたか 

  

②５年生までに(１、２年生のときに)受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自
分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していまし
たか 

  

③５年生までに(１、２年生のときに)受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいましたか 
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④５年生までに(１、２年生のときに)受けた授業では、各教科などで学んだことを生かし

ながら、自分の考えをまとめたり、思いや考えをもとに新しいものを作り出したりする
活動を行っていましたか 

  

⑤５年生までに(１、２年生のときに)受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時

間などになっていましたか 
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⑥学級の友達(生徒)との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす
ることができていますか 
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⑦学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につ
なげることができていますか 
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  上記質問項目の中身を丁寧に読み解くと、日々「主体的・対話的で深い学びの実現」のための

授業改善の方向性が見えてきます。 

  今回の調査結果では、上記項目すべてにおいて、小中学校ともに全国の数値を上回る結果でし

た。（なお、②、③、⑥については、前回（H31）も同じ調査項目があり、今回はそのときの数値

もすべてで上回っています） 

  このことから、多くの児童生徒が、日々の授業を前向きに捉え、より良く学ぼうとしている姿勢

がうかがえます。また、児童生徒の意識の変容から、上越管内の学校における「主体的・対話的で

深い学びの実現」に向けた授業が確実に展開されているものと考えます。 

  ただし、授業改善は、直ちに成果として表れるものではありません。目の前の児童生徒の実態を

正しく把握した上で、地道で継続的な取組が必要です。また、児童生徒にとって「学ぶ楽しさ」や

「学ぶ必要感」をより一層実感できる授業を求め続けていくことも不可欠な視点です。学校全体で

自校の強みや改善すべきポイントなどを共有しながら、組織的・計画的に授業改善を進めてほしい

と思います。 
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◆「質問紙調査」の結果から見える「主体的・対話的で深い学び」実現の状況◆ 

上段：今回の上越管内の「肯定的評価」の割合、下段：全国数値との差 
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  質問項目 

（国語、算数・数学、英語の～） 

今回の「肯定的評価」の全国数値との差 

小国 小算 中国 中数 中英 

①勉強は好きですか 4.5 -0.2 -4.0 -2.1 -6.9 

②勉強は大切だと思いますか 1.5 0.8 0.6 -0.4  

③授業内容はよく分かりますか 4.4 1.1 0.3 0.9  

④将来、社会に出たときに役立つと思いますか 2.0 0.8 0.9 1.0  

 上記は、小中共通の教科に関する質問項目です。（なお、表の色掛け部分は、前回（H31）の調

査より数値が上回っている項目です） 

 この調査結果から、勉強の大切さや将来的な有用性については、全国数値を若干上回っている

ことが分かります。 このことから、上越管内の児童生徒は「勉強しなければならない」という意

識を全国の児童生徒とほぼ同程度もっているといえるかと思います。一方、勉強が

「好き」かどうかという点については、小学校国語を除くすべての教科で全国数値

を下回っています。 

 「好きこそものの上手なれ」ということわざにあるとおり、その教科を「好き」

と思えるような児童生徒を育むことが、学力向上に必要な大切な要因のひとつと考

えます。児童生徒が、教科のおもしろさや学ぶ楽しさを実感できる授業を積み重ね

ていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記グラフは、平日における「メディア(ゲー

ム)」と「家庭学習」に関する調査結果です。家

庭でこの２つの時間をどのように配分するかは、学力向上に大きく影響を及ぼすと思われます。

「メディア(ゲーム)」に関しては、小中とも上越管内が全国を大きく上回っています。このほか

にもＴＶや動画を視聴したり、音楽を聴いたりする時間を加えると、平日家庭で過ごす多くの時

間を「メディア」に費やしている実態が見えてきます。一方、「家庭学習」については、小学校

では、概ね全国と同等の数値であり、こつこつと「家庭学習」に取り組む様子がうかがえます。

中学校では、前回（H31）の調査結果を大きく上回ったものの、依然として全国と大きな差が見ら

れます。今後は家庭でのＩＣＴの活用も含め、引き続き「家庭学習」への取組に工夫、改善が求

められます。 

 

今回は上越管内の「質問紙調査」の結果についてお示ししましたが、「質問紙調査」について

も「教科に関する調査」についても、各校ごとに傾向や課題は異なるかと思います。この調査の

目的である『児童生徒の学力や学習の状況、課題等を把握するとともに、それらを踏まえて調査

対象学年及び他の学年の児童生徒の学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てる』ことがで

きるよう、調査結果の積極的な活用をお願いします。 
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◆「質問紙調査」の結果から見える児童生徒の「教科に対する意識」◆ 

◆「質問紙調査」の結果から見える「メディアと家庭学習」の関係◆ 
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①普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくら

いの時間、テレビゲーム(コンピュータゲーム、

携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを

使ったゲームも含む)をしますか 

    ⇒「２時間以上」と回答した割合 

 

②学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜

日)、１日当たりどれくらいの時間勉強をします

か。(学習塾で勉強している時間や家庭教師の先

生に教わっている時間、インターネットを活用し

て学ぶ時間も含む) 

 

 

上越小学校 

全国小学校 

上越中学校 

全国中学校 75.9（69.8） 

62.9（48.0） 

62.5（66.1） 

64.3（63.0） 

（ ）内は前回（H31）結果 


